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;;0齢CIJ 緒 員問
肺結核の化学療法の発達は誠氏目醒しく，化学療
法発見前に比べ所謂早期治療により治療期間は著し 
く短縮し， 胸部 X線所見その他の臨床症状も短期
聞に改善する様になって来た。然し，尚化学療法lζ
抵抗する症例も少数ながら存在する。化学療法の未 
治療肺結核症に与える影響を検討し，更に化学療法 
無効例を考究するため，松績荘l乙入所した未治療肺 
結核患者を対象とし所謂学研分類lとより治療前の病 
型を分煩し，之氏 12乃至 18カ月間の化学療法を加
え病型及び臨床症|犬の推移と，之等聞の関連性lζ就
き考究し，併せて化学療法 12カ月施行後の無効例
を病型，病歴の面より検討した。
[IIJ 検査対象及ひ。検査方法
検査対象:昭和31年 2月より 33年 1月の聞に社
会保険病院松績荘に入所した患者中i化学療法を全
く受けた事のない 194例を選び， これを 18カ月迄
経過を追求し得た群(112例…工群)と 12カ月迄 
経過を追求し得た群(82例…E群)とに分け観察
した。
検査方法:治療前及び治療後6ヵ月， 12カ月， 18 
カ月の胸部 X線所見，排菌，体温，体重，血沈，咳 
[IVJ 綜括並びに考按
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更を検査し，治療前病型を基として検討した。E客ln院，明 
後述する様に化学療法の効果は治療後 12カ月迄漸
次増加しその後は殆ど見られなかった。故に治療後
12カ月の綜合判定百 Vの症例を化学療法無効例と
した。
[IIIJ 品吉 果
1. 胸部レ線所見
i) 基本型
a). 治療前後の基本型(表~ ) 
工群:治療前は， B型が 62.4%で過半数を占め
次で A. F型で， C. D型は少なし空洞保有率
は35.2%であった。治療後6カ月では A型の減少
が著しく一方 C.D型が増加し，空洞保有率は 22.3 
%となり， 12ヵ月ではB.F型は減少し， C. D型
が増加して空洞保有率は更に減少し 179.%となっ
た。 18カ月では B型が減少し D型が更に増加し空
洞保有率には著しい変化はなかった。
E群:工群と同様の傾向が見られたが， 1群に比
し治療前は A.F型が少なく C型が多かった。
乙の様l乙化学療法により A. B.F型が減少し，
C. D型が増加した。
b) 基本型と治療効果(表2) 
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表1. 治療前後の基本型
群
工 
E 
基 Y合 療 前 治療後 6ヵ月 治療後 12ヵ月 治療後 18カ月本
病 症例数 I有空洞 症例数 I有空洞 症例数 I有空洞 症例数 I:有空洞
型 症例数 症例数 症例数 症例数
ムI(1~0) IムI(ん l 1 (50.0) 
7 
(62.4) (30.0) (18.2) (14.3) ( 43.7) 
C 7 
(63.4) (10.6) 
(9.8) 
F 13113|
(11.6) I(100.0) ふI(10:.0) Iふ|ぷ)I(5.4) I(100.0) 
112 112 112 112 
21 
(22.3) (18.7) 
15 
(33.3) ( 41.8) (57.7) 
C 
3 
(50.0) (7.3) 
(17.1) 
F ム|ふ)I(1~2) I品)I(1.2) I(100.0) 
l計| 82 82 82 19 (25.6) (23.2) 
C，+C2a症例数 x 100:著効率
全症例数
C，+C2a+C2b症例数
一一一一一一一 x100:有効率
全症例数
とすると， 1群:著効率…( )内有効率…は 6カ月
で40例 34.7%(99例， 88.4%)， 12ヵ月で 61例， 
54.6% (102例 91.1%)，18カ月で 60例 53.6%(101 
例 90.2%)で，各基本型では A型が最も治療効果が 
優れ，次いで B型で‘ C.D型では遥かに治療効果 
は劣り， F型は B型に次ヤ治療効果が見られた。
一方不変例 (C3) は6カ月 8例 7.1%， 12カ月 8例
7.1%. 18ヵ月 7例 6.2%で， C. D型に多く見ら
れ，悪化例 (C4) は6カ月 5例 4.5%， 12カ月 2例
1.8%， 18カ月 4例 3.6%で A.B型殊IL.F型lζ 多 
かった。
E群:著効率…( )内有効率…は 6カ月 24例
29.3% (59例 71.9%)， 12カ月 26例 31.7%(65例
79.3%)で王群に比しやや劣り， 不変例 (C3) は6 
カ月 15例 18.3%， 12カ月 15例 18.3%で，悪化例 
(C4) は6カ月 8例 9.8%， 12カ月 2例 2.4%で個々
の病型では工群と同様の傾向が見られた。
以上，基本型の治療効果は， A. B. F. C. D型
の)1買に見られ，一方不変例は C.D型lζ，悪化例は 
A. B.F型に多く見られた。 
c) 基本型経過と治療効果(表 2)
A型で、は治療後も A型lζ留まる例は悪化例 (C4)
で， A →B型， A →C型， A →D型の経過をとる例
は6ヵ月より治療効果があり，更に B →C→D型え 
と移行した。 B型では治療後 B型に留まる例は次
第lζ減少するが治療効果は区々で C2a--C4であり， 
B→C型， B→D型の経過をとる例は次第に増加し
治療効果を認め， 尚18カ月で悪化例 1例が B→A 
型に移行した。 C型は大部分が治療後も C型に留 
まり C3 であった。 D型は何れも治療後も D型に
表 2. 基 本 型 と Y台 療 効 果
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留まり内 I群の 1例が 12ヵ月で C2b となった他は 
C3であった。 F型では治康後 F型lζ留まる例は 
C2b~C4 で， F→B 型， F→C 型更に F→D 型の経
過をとる例は C2aC2bで F型l乙予想以上の治療効
果が見られた。
以上の様lζ未治療肺結核症に化学療法を施行する
と，A. B型は C.D型R:， F型はB.C. D.型に
移行する傾向があり，不変例は C.D型に多く悪化
例は F.A. B.型に見られ，何れも治療前の基本型
k留まった。化学療法により著しい治療効果のみら
れたのは治療後 12ヵ月迄であった。 
i) 特殊病変(表 3) 
a) 治療前より存在した空洞について 
D1十 D2a症例数 著効率100: >< ----，~"--
有空洞症例数
D1+D2a十 D2b症例数 x100:有効率
有空洞症例数
とすると， 1群:有空洞例は治療前 43例， 6ヵ月 
24例， 12カ月 18例， 18カ月 18例で， 治療前は 
Ka. Kb. Kc型が多く，治療後は此等の減少につ 
れて Kd. Kx. Ky. Kz型の占める割合が増加し
々1例が C2bであった以外は何れも C<j.であり，叉，
空洞出現後の空洞経過は(出現時を基として判定し
て) 6ヵ月で出現した E群の Kb型工例が D2aで
あった以外は D2b D4aで， 空洞出現後の化学療法
は余り効果がなかった。空洞の増悪拡大は 6ヵ月で 
Ka型， 18ヵ月で Ky型の夫々 1例花見られた。 
c) 結核腫
全症例中，治療前存した結核腫6例 (II群)中 2
例は不変， 2例が6ヵ月で‘縮小， 1例が6カ月， 1 
例が 12カ月で消失した。叉治療中， 空洞の結核腫
化は 6ヵ月で 4例 [Ka型 1例(工群)， Kb型4例
(工群 2例， II群2例)Jで、あった。 
ii) 小括
的治療前は約 1/3の症例が空洞を有し，基本型で
は大部分が A.B型で C.D型は少なく且つ F型 
も少数存しγ。空洞型では大部分が Ka.Kb. Kc 
』
型で Kd.Kx. Ky. Kz型は少なかった。
b) 治療効果は著効率…( )内有効率・・ 6 カ月32.9 
% (81.4%) 12カ月 44.9%(86.0%)で基本型では 
F. C. D型のJI固に見られ，治療効果のある A.B型
は C.D型I"C，F型はB.C. D型えと移行し， 
Tこ。著効率…( )内有効率…は 6カ月 17例 39.4% 方不変例は C.D型IC，悪化例は A.B. F型に多 
(36例 83.7%)，12カ月 23例 53.5%(39例 90.6%)，
18カ月 23例 53.5%(38例 88.3%)で各空洞型では
Kb型が最も優れ， 次で Kc. Ka型の順で Kd.
Kx. Ky. Kz型は著効率 0%で空洞の消失例は見
られなかった。 
E群:有空洞例は治療前 27例， 6カ月 16例， 12 
カ月比例で，治療前後共に Ka.Kd型が過半数を
占めた。著効率…( )内有効率…は 6ヵ月 10例
37.0% (22例 81.4%) 12カ月 11例 40.7% (24例
88.9%)で各空洞型では Kb型が最も優れ，次で
Kc， Ka型の順で Kd. Kz型l乙は空洞消失例はな 
かった。 
この様R.Kb. Ka. Kc型は化学療法によく反応
し， 空洞の縮小消失を見たが 12カ月以後は殆んど
変化なく，一方 Kd.Kx. Ky. Kz型は化学療法K
反応せず一部が 12カ月迄軽度の改善をみた。尚化
学療法中，空洞型聞の移行は見られなかった。 
b) 治療中出現した空洞について
全症例中 6ヵ月で Kb型 4例(工群 1例 E群 3
例)Kd型 2例 (ll群)， 12ヵ月で Kd型 1例(1 
群)， 18カ月で Ka型 1例(工群〉計8例(工群3 
例E群 5例)の空洞出現を見た。空洞出現時の基本
型経過はE群の 6カ月で出現した Kb. Kd型の夫
く治療後もそのままの病型に留まった。このため治 
療後 A.B. F型は減少し， C. D型が増加した。 
治療前有空洞例の治療効果は著効率…( )内有効 
率… 6カ月 38.5%(82.9%) 12ヵ月 48.6%(90.6%) 
で， 空洞型では Ka.Kb. Kc型の縮小消失したも
の多く， Kd. Kx. Ky. Kz型は一部が縮小したの
みで治療後残存空洞中 Kd.Kx. Ky. Kz型の占め
る比率が次第に増加した。尚治療中空洞型聞の移行 
は見られなかった。之等の基本・空洞型の治療効果 
が著しく見られたのは治療後 12カ月迄であった。 
2 排 菌
i) 治療前菌陽性例は全症例中 72例 (37.0%)[工
群 48例 (42.9%)n群 24例 (29.7%)Jで有空洞例
では 44例 62.9%(工群 69.7% n群 51.9%)で基本
型では F型，空洞型では Kc.Kx. Ky型Iζ比較的
多く見られた。
i) 菌陽性例は治療後 6ヵ月で大部分が菌陰性化 
し，その後は著しい改善はなく治療後菌陽性例は基
本型では F型，空洞型では Kc.Kx. Kz型lζ見ら
れた。
ii) 基本型経過 C1乃至 C2bでは 6ヵ月で殆んど
菌陰性となったが， 悪化例 C4では排菌持続陽性例
乃至排菌出現例が多く，不変例 C3 では治療前より
表 3. 治療前後空洞型と治療効果
6ヵ月後 12カ月後空洞経過 18ヵ月後
群
空洞型 
12カ月後6ヵ月後空洞経過 18ヵ月後空洞経過治療前 
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4 2 25 3 21 4 3 2(16.7) (11.1) (11.1) 
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菌陰性が多かった。
iv) 菌陰性化は如何なる空洞型経過をとる例にも
多数見られたが， Daを除き， 空洞型経過のよい例
が多く菌陰性化した。 
3 臨尿症状
i) 体温 ! 
a) 治療前有熱例は全例中 42例 21.5%(1群 30例 
E群 12例)で C型を除き何れの基本型にも存し， 
有空洞例では 16例(工群 10例， II群6例)22.9% 
で無空洞例 [26例 (1群 20例E群6例)21.0%Jと
の差はなく，空洞型では Ka.Kb. Kc. Kx型lζ見
られた。
b) 治療前有熱例は治療後 6カ月より次第に無熱と
なり 12乃至 18カ月で殆んどが無熱となった。 
c) 基本空洞型経過と体温経過との聞には特ーに関連
性を見出し得なかった。
i) 体重
治療前標準体重に達していた例は全例中 2例，
(工群 1例， II群 1例)1.0%に過ぎず，治療後も標
準体重lζ達した例は 12ヵ月で 24例(工群 13例 E
群11例)12.4%で，基本・空洞型経過と体重経過と
の問l乙は関連性を見出し得なかった。 
ii) 血沈 
a) 治療前血沈正常例(血沈値 1時間 15mm以下〉
は全例中 120例(工群65例 E群 55例)61.8%で 
B. C. D型に多く， 有空洞例では血沈正常例は 33 
例'(工群 18例E群 15例)47.2%で無空洞例 [87例
(1群 47例， II群 40例)70.2%J に比し少なく，~ 
方高度促進例(血沈値 1時間 61mm以上)は 22例
(1群 17例， II群 5例)11.4%で基本型では A.F 
型に多く， 空洞型では Kd. Ky型以外の各空洞型
K見られた。
b) 治療後 12カ月で殆んどの症例が血沈正常とな
時間1型の一部を除き血沈値Kx. Kz型，Fり， 
30mm以下となった。
c) 基本・空洞型経過のよい例に血沈正常例が多か
ったが， C4 ~[血沈促進例が多く見られた。尚 Ca 
には治療前より血沈正常例が多かった。 
iv) 咳蛾
a) 治療前有咳嚇例は全例中 22例 (1群 16例， II 
群 6例)11.7%で， F型に比較的多く，有空洞例で 
は 12例(1群 9例E群3例)17.2%で無空洞例[10
例 (1群 7例E群 3例)8.1%J托比し多く，空洞型
では， Kc. Kz型に比較的多く見られた。
b) 治療前有咳敗例は治療後 6ヵ月で急速に減少
し， 12ヵ月で殆んど全例が無腰欺となったが，治療 
後尚咳搬を残す例は A.F型， Kc. Kz型であっ 
?こ。
c) 基本・空洞型経過と関係なく殆んど全例が無咳
験となったが， 治療後も咳験を残す例の胸部 X線 
所見経過は C2bC4及び D2bであった。 
v) I砦疾 
a) 治療前有曙疾例は，全例中 33例(工群 19例E
群 14例)17.0%で F.A. B型に見られ，有空洞
例では 23例(工群 13例， II群 10例) 32.8%で無
空洞例 [10例 (1群6例， IT群4例)8.1%、〕に比
し多く，空洞型では Kc.Kx. Kz型iζ比較的多く 
見られた。
b) 治療前有略疾例中 18例 (1群 7Ø~II群 11 例) 
は，治療後6ヵ月で無曙疾となったが，その後は変
化なく，治療後有唱疾例は治療前と同様 F.A. B 
型， Kc. Kx. Kz型lζ比較的多く見られ，治療に抵
抗する残存空洞の曙疾保有率は 12カ月より寧ろ増
力日した。 
c) 基本型経過 C3では治療前より無略疾例が多
く，その他の基本・空洞型経過と曙疾経過との聞に
は関連性が見られた。 
vi) 食慾
治療前後を通じ全例良好であった。
vii) 小括 
a) 治療前臨床症状を比較的多く有する例は A.F 
型， Kb. Kc. Kx. Kz型で，治療後は F型， Kc. 
Kx. Kz型で血沈促進及び咳|欺，略疾は治療前後を
通じ有空洞例に多く見られた。 
b) 治療により 6乃至 12カ月で有熱例， 血沈促進
例，有咳敗例は殆んど消失したが，有曙疾例は 6カ 
月で約半数が消失したのみでその後は減少しなかっ 
た。
c) 血沈，曙疾以外の臨床症状経過は胸部 X線所 
見経過と特に関連性がなかったが，基本型経過 C3 
には治療前より無症状例が多かった。
4 綜合判定
i) 治療前病型と綜合判定(表4) 
工群:塞本型:綜合判定工及びEは主として A. 
B 型~[， J1Iは各基本型に見られ， IVは C.D. F型
lζ多く， Vは A.B.型の一部及び F型に見られた。
空洞型:有空洞例の綜合判定 I.JI(6ヵ月 16.3
%， 12ヵ月 37.2%，18ヵ月 44.3%)は無空洞例 (6
カ月 27.8%，12ヵ月 46.8%)に比し劣り， Ka. Kb 
型 l乙見られ， TII は各空洞型~[， IVVはKx.Ky. Kz 
c- よ~表 4. Y台 療 官 病 型 と iJV.K 口
半十
定
l l m w h H N l l  
治 療 前 6 カ 月 後綜合 判定 12 カ 月 後綜合 判定 18 カ 月 後綜合 判定
群
病 型 工 E 直 IV V 工 E m IV V 工 E E 百 V 
A 22 2 8 9 1 2 3 14 4 1 4 14 3 1 
基 B 70 2 16 40 9 3 3 30 34 3 1 3 31 32 2 2 
C 5 2 3 1 1 3 1 1 3 
本 D 2 2 1 1 l 1 
F 13 1 4 5 3 3 3 5 2 4 1 5 3 
型 25 55 20 48 43 12 4 7 50 38 11 6 
計 112 
(20.2) (44.1) (16.1) (6.4) I (4.0) (38.5) (34.6) (9.7) (3.2) (5.7) (40.0) (30.6) (8.9) (4.8) 
Ka 5 4 l 2 3 2 3 
Kb 20 7 11 1 1 12 7 1 13 7 
工 空 Kc 8 
5 1 2 2 3 3 1 3 l 2 1 
Kd 2 1 1 2 2 
7 21 3 4 16 15 4 1 18 13 2 1 
計 35 (20.0) (59.9) (8.6) (11.5) (45.7) (42.8) (11.5) (2.9) (51.3) (37.2) (5.7) (2.9) 
洞 Kx 4 4 I 2 1 1 3 
Ky 2 1 1 2 1 1 
Kz 2 1 1 1 1 1 1 
l 6 3 3 2 3 4 1 
型 計 8 (12.5) (75.0) (37.5) (37.5) (25.0) (37.5) (50.0) (12.5) 
総 7 22 9 5 16 18 7 2 1 18 16 6 2 
43 
計 (16.3) (51.3) (20.8) (11.6) (37.2) (41.8) (16.3) (4.7) (2.3) (42.0) (37.2) (13.8) (4.7) 
間
特
ゆ
害義
耕
川市浦
鵠 
ω∞鵡
捕 、  
ω
中
基 
本 
型 
A 
B 
C 
D 
F 
計 
7 
63 
9 
1 
2 
82 
3 
3 
(3.7) 
4 
14 
18 
l 
29 
3 
33 
( 40.4) 
10 
5 
1 
1 
17 
(20.7) 
2 
7 
1 
1 
11 
(13.4) 
2 
3 
5 
(6.1) 
2 
16 
1 
19 
(23.2) 
2 
34 
3 
39 
(47.6) 
1 
9 
5 
1 
1 
17 
(20.7) 
1 
1 
2 
(2.4) 
E 
空 
洞 
型
Ka 
Kb 
‘Kc 
Kd 
計 
Kz 
総 
計 
10 
10 
2 
4 
26 
1 
27 
1 
1 
(3.7) 
2 
3 
5 
(19.2) 
5 
(18.5) 
5 
5 
2 
12 
(46.2) 
12 
( 44.5) 
1 
1 
1 
2 
5 
(19.2) 
1 
6 
(22.2) 
2 
1 
3 
(11.5) 
3 
(11.1) 
2 
2 
(7.7) 
2 
(7.4) 
2 
3 
1 
6 
(23.1) 
6 
(22.2) 
7 
4 
2 
13 
(50.0) 
13 
( 48.3) 
1 
1 
2 
4 
(15.3) 
1 
5 
(18.5) 
1 
1 
(3.9) 
1 
(3.7) 
持芯羽田卦訴鶏抑時一円理叫が冨男
3
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窓
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表 5. 綜合判定経過
治療後 6ヵ月
綜合判定|症例数
治療後 12ヵ月
綜合判定|症例数
胸部X線所見経過との治療後 18カ月 l 不一致例
綜合判定|症例数 症例数|原 因 
I 4 工 4 I 4 
[1 1 
工 1 
25E 25 
E 24 
E 55 
E 
E 
20 
35 
E 
V 
工 
E 
直 
19 
1 
1 
2 
32 
I 1 I 1 
微熱・体重減少3 
血沈促進 
1 微熱・体重減少 
1 咳歎・略疾増加
1 |体重減少
1 血沈促進 [1 
E 1 E 1 1 |微熱・体重減少 
1 1 
IV 20 
E 
IV 
7 
9 
E 
E 
V 
E 
IV 
V 
V 2 IV 
1 1 
5 2 
1 血沈促進 
1 1 微熱・体重減少 
6 
2 1 排菌不変 
2 2 H 
1 
|排菌増加E 2 1 | E 2 
JI( 1 E 1 1 1/ 
1 1 
V 8 百 2 1 1/ 
IV 3 
V 1 1 H 
1 
IV '1 
V 2 
V 1 
1 
計 112 
lJ;1〉l
工 3 I 3 
E 18 
I 
五 
E 
16 
E 33 
E 
E 
2 
31 
E 
IV 17 
JI( 
IV 
4 
13 1 |排菌不変 
E 1 1 |排菌出現
V 11 
直 
百 
4 
4 1 |微熱・体重減少
V 2 
計 82 
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型に多く見られた。 
E群:基本型:工群と略々同様の傾向が見られた
が工群に比し 12ヵ月後の治療効果はやや劣払個
々の病型では 12ヵ月後 A.B型には IVが多く，ー
方 F型lζVは見られなかった。
空洞型:有空洞例の綜合判定工・ JI(6ヵ月 22.2
%， 12カ月 29.6%)は無空洞例 (6カ月 27.2%，12 
ヵ月 29.1%)と略々等しかった。綜合判定と各空洞 
型との聞には I群と同様の傾向が見られたが I群に
比し'Kc.Kd型の治療効果が劣っていた。 
i) 綜合判定の経過〈表4) 
工群: 1及びEは6ヵ月で夫々 4例 3.2%. 25例 
20.2%に見られ治療を継続する Kつれ次第K増加 
した。1IIは 6カ月で 55例 44.1%で， その後 IVV
より移行して来る例もあるが直より IJIへ移行す
る例の方が多いため次第に減少した。 IVは6カ月で
20例 16.1%でその後は次第に減少した。 V は6カ
月8例 6.4%. 12ヵ月 4例， 3.2%と減じたが， 18 
カ月では 12カ月の E百より V へ移行して来る例
があるため 6例 4.8%と再び増加した。 
E群:工群と同様の傾向が見られたが E では 6
カ月に比し 12ヵ月で E から Eへ移行する例より 
IV・Vから E へ移行して来る例が多いため増加し 
ii) 綜合判定と胸部 X線所見経過(表 5)
綜合判定は胸部 X線所見経過と大略一致するが，
胸部 X線所見の改善K伴わぬ臨床症状があるため，
胸部 X線所見経過と一致しない例があった。表5
k示す様 l乙ζの様な症例は工群では 18例 16.1% 
(12ヵ月迄では 17例 15.2%)， JI群では 3例 3.7%
で左等は排菌及びその他の臨床症状が存在したため
であった。 
iv) 治療効果判定の時期(表 5)
綜合判定工乃至E の例を有効例， N，V の例を
無効例とすると，治療後6ヵ月で有効例と判定さ
れ， 12乃至 18カ月で無効例となった例は 84例中 
1例にすぎないが， 6ヵ月で無効例と判定された 28
例中 12例が 12乃至 18ヵ月で有効例となった。叉
治療後 12ヵ月で有効例とされた 96例中 95例が 18
カ月でも有効例で， 12ヵ月で無効例と判定され，た 
16例中 15例は 18ヵ月でも無効例であった。このた
め綜合判定による治療効果判定は化学療法 12ヵ月
施行後に於てなされるべきである。 
v) 小括 
a) 綜合判定 1. JIは主として A.B型に， mは
各基本型K，1vは c.D. F 型lζ多く， V は少数
ながら D型以外の各基本型に存した。有空洞例の
綜合判定は無空洞例に比し柏々劣り， Ka. Kb. Kc 
型の綜合判定は Kd.Kx. Ky. Kz型より優れた。
b) 綜合判定工及び Eは次第に増加し，1IIは I 
.JIへ移行する例が他の経過より Eへ移行して来
る例より多い時には減少し，然らざる時は増加し，
IV.Vは次第に減少したが， Vは18ヵ月後で再び
増加した。
c) 綜合判定と胸部 X線所見経過は大略一致した。 
d) 綜合判定による治療効果判定は，少なくとも
12カ月間の化学療法施行後決定さるべきである。 
5 化学療法無効伊jについて
綜合判定により化学療法無効例を治療開始 12ヵ
月後K判定し，治療前の病型，病巣の拡り，年令，
性，発見動機，発見より治療開始迄の期間，家族歴 
等の面より検討した。
i) 治療前病型及び病巣の拡り(表 6)
基本型では綜合判定百は C.D. F型托多く， 
A. B型lζ少く， Vは F型に多く， D型には見ら
れなかった。綜合判定 IVVKは有空洞例が多く空
洞型では， IVは Kb.Kc. Kd. Kx. Kz 型~L ， V 
は Ka.Kx. Kz型lζ見られた。尚治療前病巣の拡
りと綜合判定 IVは特に関連がなかったが， 治療前
病巣の拡り (3)~乙綜合判定 V が梢々多かった。 
i) 年令(表7)
有効例が 30才以下の若年者K多く，無効例の N
・Vは31才以上の年令者K多かったo 
ii) 性(表 7) 
有効例，無効例聞には，男女別による差は見られ
なかった。
iv) 発見の動機(表 8) 
集団検診か或いは自覚症状による自発検診かを比
較検討したが無効例殊 ~L N は集団検診による群l乙
輪々多く見られた。〆
v) 治療開始迄の期間(表 9) 
有効無効例聞には，治療開始迄の期間が 6カ月以
内では差は見られなかったが， 6ヵ月以後では綜合
判定 IVが多かった。 
vi) 家族歴(表 10)
同居家族中に肺結肺患者の有無を検討したが，官
は家族歴の有る例に梢々多く見られた。 
vii) 症例(表11，12) 
綜合判定 Nの29例中 2例は排菌持続陽性のた
め， 2例は発熱持続し体重減少のため IVと判定され
Q U  d ι τ  p o  
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表 6. 治療前病型並びに病巣の拡りと化学療法効果 
病巣 の 拡 り基 本 型~~-~~ 
3A B C D F 1 2 
25 5 
工有 (4.9)(17.2) (3.8) 
248 1716 46 1 4 
E 67効 
(33.3) ( 41.4) (22.2)(55.3) (34.6) (7.2) (26.7) 
64 14 46 68 4 1 3 ou 82E 
(20.7) (51.1) (28.6) (33.3) (20.0) (44.4) (34.2) ( 44.4) 
12 8 2 6 21 7 1 無 29IV 
(14.6) (17.1) (11.1)(9.0) (57.0) (66.6) ( 40.0) |(i4)効 
3 1 22 1 2 
V 6ou (2.1) (2.4) (22.2)(3.4) (1.5) (7.2) (13.3) 
1 
~ j同 型 
Ka Kb Kc 計 Ky 計 
81 2 2 2I 1 I有 
(2.9) (6.7) (3.3)I (6.4) 
454 15 22 1 22 3 
E効 
1(31.4)il (26.7) (50.0) (30.0) (36.1) (36.3) 
1 2. 28 10 11 3 4 1 31 5 ou 
( 41.2) 
12 
(25.0) (100) (町) 
2 4 2 4 17 
無 百
(17.1) (6.7) ( 40.0) (33.3)i (13.1) 1(50.0) (66.6) ( 44.5) (13.7) 
効 
13 1 1 1 2 3 
V例 (4.3) (6.7) (25.0) (33.3)(1.6) (仰)I (2.4) 
表 7. 年令・性別と化学療法効果 
¥ 
有 
効 E 67 
!20:tu下|ぬ才;F|財以下 l印刷下 16;以 f¥ 61利上 l男
3 5 1 1 8 
(7.7) (4.8) (6.7) (20.0) (5.1) 
18 40 7 1 1. 52 
( 46.7) (38.5) (24.2) (6.7) (20.0) (33.2) 
14 48 14 4 2 68 
性
女 
2 
(5.4) 
15 
( 40.6) 
14 
82E 仔リ 
( 40.0) ( 48.2) (26.6)(35.9) I ( 46.7) (43.1) I(37.8) 
4 8 8 16 
耳無
(10.7) (7.7) (27.6) (20.0)( 40.0) 
効 
3 3 
V 6{列 
(2.9) (3.3) I (2.7)(20.0) 
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一______1 集団検診!自発検診
8 
(8.9) 
38 
( 42.5) 
31 
( 42.2) 
有
効 
タリ 
工 
E 
E 
10 
67 
82 
2 
(1.9) 
29 
(27.9) 
51 
(49.0) 
無
効 
例 
百 
V 
29 
5 
19 
(18.3) 
3 
(2.9) 
， 
10 
(11.1) 
3 
(3.3) 
例は 6ヵ月で空洞出現し (Kd型)12カ月後の空洞
経過が D3のために IVと判定されたものである。 
B型 10例中 6例は有空洞例で内 3例は空洞型経過
が D3で残りの 7例は基本型経過 C3のため IVと
判定され， この 7例中 5例は年令が 31才以上， 6 
例は集検により叉， 4例は家族陸を有していた。綜
合判定 Vの6例中 1例は排菌増加のために基本型
経過が C3rc.拘わらず V と判定され，残りの 5例
は胸部 X線所見が悪化したためで， F型 1例を除
き空洞出現(6カ月で Kb.Kd型夫々 1例， 12カ
月で Kd型 1例)叉は空洞の増悪拡大を見た例であ 
つ?こ。 
viii) 小括
表 9. 治療開始迄の期間と化学療法効果
ベ~一一II 1カ月以内 3ヵ月以内 6ヵ月以内 6ヵ月以上 
6 
工 10有
(5.5) 
39 
E 67効 
(35.5) 
45 
82E例 
( 40.8) 
一~下1I 家族歴(有) I家族歴(無)
タリ 
2 8 
工 10有
(3.9) (5.6) 
17 50 
E 67効 
(32.7) (35.2) 
21 61 
JI[ 82 
( 40.3) ( 43.0) 
11 18 
29IV無 
(21.2) (12.7) 
効
1 5 
6初j V 
(1.9) (3.5) 
た例で， その基本型経過は C2a乃至 C2bであり，
残りの 25例は胸部 X線所見経過が不変のため耳
と判定された例で， その内 C. D. Fの 14例は病
型より治療効果の挙らぬ事が予想され， 又A型工
3 

(4.8) 

21 

(33.2) 

29 

( 46.1) 

1 
(6.2) 
5 
(31.3) 
7 
( 43.8) 
2 

( 40.0) 

1 

(20，0) 

17 
IV 29無 
(15.5) 
効 
3 
6例 V 
(2.7) 
8 
(12.7) 
2 
(3.2) 
2 2 
(12.5) ( 40.0) 
1 
(6.2) 
未治療肺結核患者につき 12ヵ月後の治療効果を
検討したが，化学療法無効例は治療前病型 C.D.F
型lζ叉有空洞例l乙比較的多く，何れの空洞型lとも見
られ，尚綜合判定 V は治療前病巣の拡り (3)に柏
々多かった。叉無効例は有効例に比し 31才以上の
もの，集検によるもの，治療開始迄の期間の特に長
いもの，家族歴のあるものが柏々多かった。
[IVJ 綜括並びに者按
肺結核症の分類法として，我国では病理所見に基
礎を置く岡氏分類法が夙l乙広く用いられて来たが，
肺結核の化学療法効果を検討する際本分類法による
病型は夫々独立したものでその聞の経過を比較する
のは不便であった。然し昭和32年文部省科学研究
費による「化学療法による結核治癒機転の研究班J
が化学療法を目的とした肺結核の病型分類及び病状
経過判定基準通称学研分類(1)(2)を発表して以来，
本分類法は尚批判すべき点を残しながら漸次広く用
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表 11. 治療開始 12ヵ月後綜合判定 IVの症例 (29例)
葉
胸部レ線所見より 排菌不変のため治病 発熱持続体重減少のIVとなった症例IVの症例
療前型 IVとなった症例 ためIVとなった症例症例数 IC a Cん CaDaCぬ 
1 。1AI 29 1 (3.5) 
B 133 10 312 (9.1) 2Cl)3(01) 
814 8C 8 (57.1) 
2 2D 3 2 (66.6) 
4 2 2F 15 6 (39.9) 2 
i唱 n u  nwd  fti噌 F Dn vE 25 3 5 3 2 I 2 
。
 
、， ， ， ワ 臼4計 
06ヵ月で空洞出現その後不変
Ka 15 
Kb 30 2 (6.7) 1 1 1 
Kc 10 4 (40.0) 2 1 1 2 
Kd 6 2 (33.3) 2 1 1 ① 
計 61 5 2 2 2 1 
Kx 4 1 1 
Ky 2 
Kz 3 1 1 
計 ，9 4(叫 41 1 2 1 
70 12 (1 1 7.1) 9 3 4 2 I1 
06ヵ月で出現した空洞 
表 12. 治療開始 12 ヵ月後綜合判定 V の症例~ (6例)
( 胸部レ線所見より治病 排菌増加のためV となった症例Vの症例
療前型 V となった症例症例数 ICん C4D4a C3D4b 
。I29A (3.5) 1 
B 133 2 1 12 (1.5) 
0114C 1 (7.2) 1。3D 
F 15 1 1 11 2 (13.4) 
06
ヵ月で空洞出現その後も拡大
、， 
4唱E - -計 
0 d  
6 (3.1) 5 1 3 1 1 
Ka 15 1 (6.7) 1 1 
Kb 30 ① 
Kc 10 
Kd 6 ① ① 
計 61 1 (1.6) 1 1 ①
+① 
Kx 1 
Ky 
Kz 
1 (25.0) 
1 
1 4 ①② 
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表 13'.治療内容
三ミ:二二一一_J 6カ月症例数 112カ月症例数 [18カ月症例数 
SM. PAS 102 36 9 
SM. PAS. INH連日 16 8 1 
SM. PAS. INH週 2回 65 62 17 
PAS. INH 8 84 81 
SM. INH 3 4 4 
1 
計 194 194 112 
いられる様になり， 日本結核病学会は昭和 33年 8 巣の比較的新らしい A. B型が過半数を占め，一方
月の第 34回総会演説申込規定中 K化学療法効果判 病巣の比較的古い C. D 型が少<， F型が少数な
定lζ際して本分類法を用いる事を規定するに至つ がら存し ζの F型は 2例を除き何れも自覚症があ
た。本分類法は単K化学療法前後の病型を分類する って自発的に受診したもので重症肺結核患者が尚か
のみでなく臨床症状を加味した治療効果を観察し得 なり潜在している事を想像させる。空洞保有例は約
るものである o 1んで F. A. B型民多く， C. D型には殆ど存し
使用した化学療法の内容は表 13の如くである なかった。叉空洞型は比較的新らしい症例が多いた
が，化学療法効果を判定する際，出来るだけ対象の め， Ka. Kb. Kc型が過半数を占め硬化性壁空洞 
background factor を一定にしなければならな は少なかった。 
い。 Mitchellは 10の background factorを挙げ ii) 化学療法lζよる変化 
ているが ζのすべてを規制する事は困難であり，宮 a) 基本型
本等の報告 (3)(4)によれば病型が重要な因子とな 化学療法効果は著効率…ぐ )内有効率…全例中 
り，化学療法効果を比較する際は少なくとも同一病 6カ月 32.9% (81.4%) (1群 34.7% (88.4%)II群 
型内で行なわれなければならない事を述べている。 29.3% (71.9%)J12ヵ月 44.9% (86.0%) (工群 54.6
私は background factorを一定にするため B型 % (91.1%) II群 31.7% (79.3%)J，18カ月 I群 53.6 
133例につき化学療法の内容による治療効果の差を % (90.2%)で熊谷(5)の 50.0%改善率に略々近い効
検討したが， SM. PAS施行例 79例， SM. PAS 果を得たが，中込∞の 82.6%には及ばなかった。治 
INH連日併用例 11例， その他 43例と症例数聞は 療前基本型より見Tこ治療効果は，榊原(7)中込仰の報
差が著しく結論を得る事が出来なかったが， SM. 告と同様に A型に著しく，次で B. F. C. D型の 
PAS.INH連日併用例 11例中には， 12ヵ月後の綜 JI買で， F型が予想以上に化学療法によく反応した
合判定が IVVとなった例は見られなかった。(表14) が， D型は殆んど不変であった。 
1 胸部 X線所見 治療中の悪化は，斎藤仰によれば 191例中 8例 
i) 治療前病型 4.2%，伊部(9)によれば 143例中 17例 11.9%で，そ
基本型では対象が未治療肺結核患者であるため病 の時期は区々であると報じている。→方本堂(10)は
表 14. 化学療法別の綜合判定 .........B型 (133例)
 
二…S---11 
SM. PAS. INH連日 
SM. PAS. INH週 2回法 
PAS. INH 
SM. INH 
(:1)百戸
 
1 7 
(9.1) (63.6) 
9 
(25.7) 
3 
(50.0) 
E 1v V 計
42 
(53.1) 
3 
(27.3) 
21 
(60.0) 
2 
(100) 
5 
(6.3) 
4 
(11.4) 
3 
(50.0) 
1 
.(1.3) 
1 
(2.9) 
79 
11 
35 
6 
2 
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治療後 6カ月以内K多く認め (A型 16.6%，B型 匹敵した。 
7.9%)叉，細田(11)は6ヵ月 3.6%，12カ月1.9%に b) 特殊病変

認めている。本例では 6ヵ月 6.9%(工群 4.5%II群 有空洞例の治療効果は著効率…( )内有効率…
 
9.8%) 12カ月 2.1%(工群1.8%II群 2.4%)，18カ 6カ月 38.5%(82.9%) (工群 39.4%(83.7%) II群
月工群 3.6%で，治療後 6ヵ月に多く， この様な症 37.0% (71.4%)J 12カ月 4R6%(90.0%) (工群 53.5
例も更K治療を継続する事により再び改善した 0・ % (90.6%) II群 40.7%(88.9%)J 18カ月王群 53.5
基本型経過と治療効果との関係は， 治療により % (88.3%)であった。空洞の治療効果は，空洞壁の 
A. B型は減少し C.D型民移行する傾向があり之 薄い円形空洞，浸潤巣中の空洞で優れ，多房性空洞，
等は治療によく反応した。 C.D型はそのままの病 硬化巣中の空洞では劣ると云われ， 上月(15)高橋(16)
型K留まるもの多く治療効果は乏しく， F型でも 綿引く17)塩野崎く18)岩崎く1'il)，中込く6)も Ka.Kb型が 
B. C. D型K移行するものはかなりよく反応した。 よく化学療法に反応し Kd.Kz型は殆ど無効であっ
治療中悪化したものは，殆どが治療前の病型K留ま たと報じている。本例でも Ka.Kb. Kc型特KKb
り且つ何れの基本型にも見られたが特IζF型に多 型の効果著しく， Kd. Kx. Ky. Kz型は殆んど無
かった。治療により A.B. F型は漸次減少し， C. 効であった。多房性空洞 Kc型が中込民以外の諸氏 
D型が増加する傾向が見られ，著しい変化は治療後 の報告に反し化学療法によく反応したのは之等の報 
12カ月迄であったが 18ヵ月迄は多少ながら改善が 告が硬化性多房性空洞を多く取扱ったためと考えら
見られ，渡辺(12)奥田(13)等の 9乃至 12カ月比比し化 れる。 Kd型が非硬化性空洞であるとする本分類法
学療法効果は長期間見られ略々上月(14)の 18カ月に lζ疑点があり(堀越(20))且つ結核腫の治療効果が劣
表 15. 無効例
治療前基本型と年令・発見動機・家族歴
f台 療 日リ 病 型 
------、----ー 一¥ 
A B C D F 
年 
IV 
12 
17 
30才以下| 
1 
(5.9) 
5 
( 41.7) 
7 
( 41.3) 
3 
(25.0) 
5 
(29.3) 
1 
(8.3) 
1 
(5.9) 
3 
(25.0) 
3 
(17.6) 
メμH 
V 
3 
3 31才以上 
1 
(33.3) 
1 
(33.3) 
1 
(33.3) 
1 
(33.3) 
1 
(33.3) 
1 
(33.3) 
発 
見 
IV 
19 
10 
集団検診 
自発検診 
1 
(5.5) 
10 
(52.9) 
2 
(20.0) 
6 
(31.6) 
2 
(20.0) 
1 
(5.5) 
1 
(10.0) 
1 
(5.5) 
5 
(50.0) 
動 
機 V 
3 
3 
集団検診 
自発検診 
1 
(33.3) 
1 
(33.3) 
1 
(33.3) 
1 
(33.3) 
2 
(66.7) 
家 
族 
歴 
IV 
V 
10 
19 
1 
5 
家族歴(十) 
家族歴(一) 
家族歴(一) 
1 
(10.0) 
1 
(100) 
3 
(30.0) 
9 
( 47.3) 
2 
( 40.0) 
3 
(30.0) 
5 
(26.3) 
1 
(20.0) 
1 
(10.0) 
1 
(5.3) 
2 
(20.0) 
4 
(21.1) 
2 
( 40.0) 
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るため(上月 (15)) Kd型は治療効果が乏しかったの 見られその後の改善は著しくなかった。排菌の増加
であろう。 D2bでも空洞閉鎖を見る事があるため著 乃至出現は 6カ月 7例 3.5% (r群 3例E群4例)，
効例と空洞閉鎖例とは一致せず，空洞閉鎖は 6カ月 12カ月 2例 1%(工群 1例Jll群 1例)， 18ヵ月工例 
30例42.9% (1群 19例E群 11例)， 12カ月で8例 0.9%で斎藤(8)の14.2%，伊部(9)の 10.5%より透か 
14.3% (1群6例， ll群 2例)計 38例 57.2% I乙見 に少なく，基本空洞型の増悪を必ずしも伴わなかっ
られ，中西(21)の 70%より劣り綿引く17)の 35.1%，片 た。
山(22)の 9.4%よりは優れていた。 空洞保有率は 6 3 臨尿症状 
カ月 23.7%(工群22.3% n群 25.6%)，12ヵ月 20.1 i) 病型と臨床症状
% (工群 17.3%，II群 23.2%)， 18カ月 I群 18.7% 体温:有熱例は治療前42例(工群 30例 E群 12
であり，各基本型の空洞保有率は， A. B型中治療 例).21.5% (22.9%)…( )内は空洞保有例…で C
効果のあるものは C. D型K移行するため，治療後 型を除き何れの基本型にも存し， 空洞型では Ka.
も A. B型lζ留まる例の空洞保有率が次第に増加 Kb. Kc. Kx型lζ見られ， 治療後 6カ月より次第
し， C型の空洞保有率は治療前後を通じ殆ど同ー に減少し 12乃至 18カ月で殆ど全例無熱となった。
で， D型は常に 0%で F型は 100%であった。 体重:治療前標準体重K達した例は 2例 (1群 1
治療中空洞の出現は， 6ヵ月で 6例 (Kb型4例 例E群 1OU) 1.0% (0%)にすぎず，治療後6カ月 
Kd型 2例)12カ月で 1例 (Kd型)， 18カ月で 1 で19例(工群9例 E群 10例)10.0% (10.0%)，12 
例 (Ka.型)計8例で，空洞の拡大は 6カ月， 18カ カ月 24例(工群 13例 E群 11例)12.4%(12.2%)， 
月l乙夫々  1例 (Ka. Ky型)であった。空洞出現時 18カ月 工群 13例 11.6% .(10.4%)で病型との間に
には基本型も悪化し，出現した空洞はその後の治療 関連性はなかった。
に抵抗性であった。空洞型は治療により変化せず， 血沈:治療前血沈正常例は 120例 (1群 65例， II
叉個々の空洞型では Ka. Kc型は全空洞の減少と 群 55例)61.8% (47.2%)で B. C. D型lζ多く，
略々平行して減少するため，全空洞中 Ka. Kc型 高度促進例は 22例(工群 17例， II群 5例)11.4% 
の占める比率K著変はなかったが， Kb型は著しく (22.9%)で A. F型民多く空洞型では Kd. Ky型
減少するため比率は次第に減少し，一方化学療法に 以外のものに見られた。
反応しない Kd. Kx. Ky. Kz型では次第に比率を 治療後 12カ月迄KF型， Kx. Kz型の一部を残
増して来た。空洞の治療効果の著しく見られるのは し，殆どの例が血沈値 1時間 30mm以下となった。
治療後3カ月(片山(22)) 6カ月(河盛(23)) 9カ月 咳蝦:有咳明比例は治療前 22例(工群 16例 E群6
(岩崎(19))，12カ月(中込(6))，15カ月(高橋(16))迄 例)11.7% (17.2'%)で F型， Kb. Kc. Kz型l乙比
と種々報じられているが，本例では治療後6カ月で 較的多く治療後 6カ月で急速に減少し， 12カ月で殆
最も治療効果が優れ， 12カ月迄は尚，改善が見られ んど全例無咳取となったが，治療後の有咳敗例は
たが，その後は殆んど変化がなかった。 A.F型， Kc. Kz型i乙見られた。
結核腫の治療効果は乏しいと云われているが(上 略疾:有曙疾例は治療前 33例(工群 19例E群 14
月(15)，治療前に存した 6例中 2例は治療後 6カ月 例)17.0% (32.8%)で F.A. B型， Kc. Kx. Kz 
で縮少し，夫々 1例が 6カ月， 12カ月で消失した。 型lζ多く見られた。治療後 6カ月で約半数はH客疾が
尚空洞の結核腫化は 6カ月で 4例記見られた。 消失したが，その後は減少せず治療後の有略疾例は 
2排菌 A. B. F型に見られ，空洞型では Kc. Kx. Kz型
菌陽性例は治療前 37.0% (62.9%) (1群 42.9% に多く治療に抵抗する残存空洞の曙疾保有率は 12 
(69.7%) II群 29.7% (51.9%)J…( )内は空洞保有 カ月より寧ろ増加した。 
ou・..で空洞保有例lζ多かった。菌陽性例は基本型で 以上の様陀臨床症状を比較的多く有する病型は治
は病巣が新しく空洞保有率の高い A型殊R. F型， 療前では A. F型， Kb. Kc. Kx. Kz型で，治療
空洞型では Kc. Kx. Ky型lζ多く見られた。菌陰 後では F型 Kc. Kz型であった。血沈促進及び咳
性化は空洞経過のよいものに多く見られ， 河盛(23) 敗目客疾は治療前後を通じ有空洞例に多く見られた。
の述べる様陀病巣の炎症の軽減消失による曙疾の減 i) 病型経過と臨床症状経過
少も菌陰性化の一因と考えられる。菌陰性化は奥田 血沈曙疾以外の臨床症状経過は必ずしも胸部X線 
(13う岩崎(19)の報告の如く大部分は治療後 6ヵ月で 所見経過に伴わなかった。各種臨床症状で基本型経
つ 臼  n v  Fhu 
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過 C3のものは治療前より無症状のものが多く， ζ 拡り，空洞の有無，年令，性，発見の動機，発見より
の様な例は治療前より病状が安定し臨床症状を伴わ 治療開始迄の期間，治療内容等があげられ，中でも、
ないものと考えられる。何れの臨床症状も治療後 6 病型が重要な意義を有する事は幾多の報告でも明ら
カ月で著明な改善を見たが，12カ月以後は特に改善 かで学研分類でも病型より治療効果が或程度推測し
せず僅かに体温のみが 18カ月迄漸次平熱化し，夫々 得る。宮本ω(4)等は性，病巣の拡りは治療効果に余
の病状lとより多少の差はあるが略々奥田(13)等の報 り影響を与えず，叉年令も成年層を対象とし病型分
告と同様な経過が見られた。 類を正確に行なえば大きな因子とはならないと云つ 
4 綜合判定 ている。一方細田(11)は発見より治療開始迄の期間，
肺結核症の治療効果を判定する際，胸部 X線所見 病巣の大きさ，治療内容が治療効果lζ影響を与える
は最も重要な基礎となるが，それのみで肺結核症の と報告している。本例の無効例は基本型では C.D. 
動きを知る事は困難で，排菌その他各種臨床症状を F型民多く有空洞例は無空洞例に比し治療効果が劣
参考として綜合的に判定を下さなければならなl¥。 るもの多〈且つ治療前病巣の拡り (3)に綜合判定V
綜合判定 I及び Eは主として A.B型K見られ が柏々多かった。叉無効例は 31才以上で集団検診
治療を継続するにつれ増加し，綜合判定 E は何れ によるもの，治療開始迄 6カ月以上を経たもの，家
の病型にも見られ全例では 6カ月 88例， 12ヵ月 82 族歴のあるものに柏々多く見られ性とは関係がなか
例とやや減少の傾向にあるが I群では E よりr.ll った。然し年令，発見の動機治療開始迄の期間，家
へ移行する例が他より E へ移行して来る例より多 族歴に病型が影響を与えている事も考えられるので
いため次第に減少し，一方 E群は I群と連な傾向 無効例を病型別K検討すると表 15の如く年令，家族
を有するため次第K増加した，綜合判定 IVは C.D. 歴とは関係なかったが， 綜合判定 IVの症例中集団 
F型1[， Vは D型以外の何れの病型にも少数例見 検診例は自発検診例に比し B.C型が多く F型が
られ， IV V は次第に減少したが 18カ月で E 群の 少なく，発見動機による治療効果の差には病型が或 
V はやや増加した。 程度関与している事を知った。
有空洞例は無空洞例より綜合判定はやや劣り， この様lζ治療効果を規定するものは主に病型でそ 
Ka. Kb. Kc型の綜合判定が Kd.Kx. Ky. Kz型 の他年令，発見動機，家族歴等が関与しているもの
の綜合判定より優れた。との様lζ治療を継続するに と考えられ， C. D. F型が過半数を占める 50才以
つれ綜合判定は次第に向上し，治療後 6ヵ月で無効 上の老人を対象とした安生(24)の報告に無効例が102
例と判定された症例も 12ヵ月ではかなり治療効果 例中 43例 (42.1%)も存した事はこの事を物語るも
を挙げ得るもので治療効果の有無の判定は少なくと のと云えよう。
も治療後 12カ月でなされなければならない。 肺結核症に対する SM・PAS.，SM・PAS・INH， 
前述の様に綜合判定は胸部 X線所見年基礎をお PAS・INH，SM・INH，の組合せによる化学療法 
くため胸部 X線所見を反映し，綜合判定は治療後 K対し， 194例中 35例 (18.1%)の無効例が存した
12ヵ月迄では 194例中 174例 (89.7%)， 18カ月で 事は之等化学療法の示す効果の限界とも見られ，以
は112例中 94例 (83.9%)が胸部 X線所見経過と 前考えられた如く， 胸部 X線上の病型病巣の拡り
一致した。不一致例は胸部 X線所見の改善に拘ら は必ずしも肺結核症の重症を意味せず治療前より
ず排菌持続陽性乃至排菌増加或いは微熱，体重減少 C.D型であった例以外で 12ヵ月間の化学療法無効
のため綜合判定と一致しない例であった。本例の工 例は一面重症肺結核症とも考えられる。 
.ll群は未治療肺結核患者を単に追求し得た期間の
差lとより分けたのであるが， 12ヵ月後の綜合判定工 
(VJ 長吉 論 
Eが I群1[， mIVがE群l乙多かった。 ζの様な両 昭和31年 2月より昭和 33年 1月の間民社会保険
群問の治療効果の差は I群に比し E群にB.C型 病院松箱荘に入所した未治療肺結核患者 194例を対
が多く， A. F型が少なく，且，つ E群の B型中lζ 象とし，学研分類による治療前病型と化学療法によ
治療効果が上らないため 12ヵ月で手術した例が含 る胸部 X線所見，排菌，臨床症状の推移との関係，
まれている事等より考えられる。 並びに治療開始後 12ヶ月の化学療法無効例につき
5 1k学療法無効例 検討した。
治療効果に影響を与える因子として病型，病巣の 1) 治療前では A..B型が過半数を占め，一方 F 
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型も少数ながら存した。全症例中約 1/3が空洞を有
し空洞型では Ka.Kb. Kc型が多く，硬化性壁空
洞は比較的少なかった。
2) 化学療法効果が特lζ見られたのは治療開始後 
12カ月迄で基本型では A. B.F. C. D 型のJI買に
約半数に改善が得られた。治療効果のある A.B型
は治療後 C.D型へ F型は B.C. D型へ移行し，
一方不変例は C.D型Il.， 悪化例は A.B. F型 
K多くこれらは治療後も治療前の病型lと留まった。 
ζのため治療後は A. B.F型が減少し C.D型が
増加した。空洞型では治療により Ka，Kb，Kc型
lζは空洞の縮小閉鎖するもの多くそのため治療後 
Kd. Kx. Ky. Kz型が残存空洞中で占める割合は 
増加した。尚治療中空洞型聞の移行は見られなかっ 
た。 
3) 排菌を含めて臨床症状を多く有した病型は， A. 
F型 Kc.Kx. Kz型で排菌，血沈充進，咳験， ij客 
~は有空洞例に多く見られた。臨床症状の大部分は 
治療後 6ヵ月で改善したが胸部 X線所見経過と臨 
床症状経過とは必ずしも相伴はなかった。 
4) 学研分類Kよる綜合判定は胸部 X線所見経過 
と大略一致したが， 一部の症例では胸部 X線所見 
の改善に臨床症状が伴わぬため胸部 X線所見より 
見た治療効果に比し綜合判定が劣っていた。 
5) 綜合判定による化学療法効果判定は少なくとも 
治療開始後 12カ月でなさるべきである。 
6) 化学療法無効例は 194例中 35例(18.1%) あ 
り，治療効果を規定するものは主に治療前病型でそ 
の他年令，発見の動機，治療開始迄の期間，家族歴 
等も関与しているものと考えられる o 
稿 1J:終えるに臨み，御懇篤なる御指導と御校
聞を賜わった三輪教授及び久貝院長，又御指導
御援助下された岩田恵夫博士，村越康一博士及
松箱荘医局員諸兄に深甚なる謝意、を表します。 
参者支献 
1) 堂野前: 日医新報， 1752，37，1957. 

2) 堂野前: 日医新報， 1770，20，1958. 

3) 宮本: 日結， 16，449，1957. 

4) 岩崎・宮本: 日結， 15，592，1956. 

5) T. Kumagai，H. Oka.; J. Antibiotics 

9，51，1956. 

6) 中込: 慶応医学， 35，877，1958. 

7) 榊原・吾孫子: 南大阪病院医誌， 7，45，1959. 

8) 斎藤: 結核， 33，157，1958. 

9) 伊部: 結核， 33，157，1958. 

10) 本堂: 胸部疾恵， 2，45，1958. 

11) 細田: 国鉄東京保健管理所報第 3集， 183， 

1959. 

12) 渡辺: 共済医報， 7，320，1958. 

13) 奥田: 日結， 15，788，1956. 

14) 上月: 京大結研紀， 6，179，1958. 

15) 上月: 結核， 32，増刊号， 127，1958. 

16) 高橋: 結核， 32，増刊号， 130，1958. 

17) 綿引: 慶応医学， 35，405，1958， 

18) 塩野崎: 医療， 11，514，1957. 

1955. ，.2，増刊号，30岩崎: 結核， 19)

20) 堀越: 日臨， 17，487，1959. 

21) 中西: 和歌山医学， 7. 475，1956. 

22) 片山: 結核， 31，556，1956. 

23) 河盛: 治療， 37，1078，1955. 

24) 安生:千葉医会誌， 35，1092，1959. 

